
(57)【要約】

【課題】通常像と蛍光像とに基づいて生成される特殊像

を順次モニタに表示させる場合において、励起光の波長

帯域を選択可能にし、然も、何れの波長帯域が選択され

場合でも迷光像が蛍光像に混ざることを防止できる内視

鏡システムを、提供する。

【解決手段】電子内視鏡１０の挿入部１０ａは、対物レ

ンズ１２と撮像素子１７の間に液晶フィルタ１４～１６

を３枚備える。液晶フィルタ１４～１６は、第１乃至第

３波長帯域のうち、光源プロセッサ装置２０のシステム

コントロール部２２からの信号に応じた波長帯域の光を

除去する。一方、システムコントロール部２２は、第１

乃至第３波長帯域の光のみを透過させる第１乃至第３励

起光透過フィルタ２４３ｂ～２４３ｄを持つ回転板２４

３の、ランプ２４１から射出される白色光の光路内への

挿入量を調節し、液晶フィルタ１４～１６の除去できる

励起光をライトガイド１３の基端面へ入射する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 す る た め の 細 管 状 の 挿 入 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 先 端 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 際 に そ の 体 腔 内 の 像 を 形 成 す る 対 物 光 学 系 と 、
　 生 体 組 織 を 励 起 さ せ る た め の 励 起 光 の 波 長 帯 域 を 操 作 者 に 任 意 に 指 定 さ せ る た め の 指 定
手 段 と 、
　 前 記 体 腔 内 を 照 明 す る た め の 照 明 光 ， 及 び 、 前 記 操 作 者 に よ っ て 指 定 さ れ た 波 長 帯 域 の
励 起 光 を 交 互 に 射 出 す る 光 源 部 と 、
　 前 記 光 源 部 か ら 射 出 さ れ る 前 記 照 明 光 及 び 前 記 励 起 光 を 導 い て 前 記 挿 入 部 の 先 端 か ら 射
出 す る た め の 照 明 光 学 系 と 、
　 前 記 照 明 光 が 前 記 光 源 部 か ら 射 出 さ れ る 期 間 で は 、 前 記 対 物 光 学 系 を 透 過 し た 光 を そ の
ま ま 透 過 さ せ 、 前 記 励 起 光 が 前 記 光 源 部 か ら 射 出 さ れ る 期 間 で は 、 前 記 対 物 光 学 系 を 透 過
し た 光 か ら 少 な く と も そ の 励 起 光 を 除 去 す る 除 去 部 と 、
　 前 記 除 去 部 を 透 過 す る 光 の 光 路 上 に お い て 前 記 対 物 光 学 系 に よ り 形 成 さ れ た 体 腔 内 の 像
を カ ラ ー 撮 影 し て 画 像 信 号 を 出 力 す る 撮 影 装 置 と 、
　 前 記 光 源 部 が 前 記 照 明 光 を 射 出 す る 期 間 に 前 記 撮 影 装 置 か ら 取 得 し た 画 像 信 号 と 、 前 記
光 源 部 が 前 記 励 起 光 を 射 出 す る 期 間 に 前 記 撮 影 装 置 か ら 取 得 し た 画 像 信 号 と に 基 づ い て 、
患 部 と 推 定 し 得 る 箇 所 が 示 さ れ た 画 像 を 表 示 さ せ る た め の 画 像 信 号 を 生 成 す る 画 像 処 理 部
と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 除 去 部 は 、 駆 動 時 に は 全 て の 波 長 帯 域 の 光 を 透 過 さ せ て 非 駆 動 時 に は 所 定 の 波 長 帯
域 の 光 の み を 透 過 さ せ て そ の 他 の 波 長 帯 域 の 光 を 除 去 す る 複 数 の 液 晶 フ ィ ル タ か ら 、 構 成
さ れ て お り 、 前 記 各 液 晶 フ ィ ル タ が 透 過 さ せ 得 る 光 の 波 長 帯 域 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 指 定 手 段 は 、 互 い に 異 な る ３ つ の 波 長 帯 域 の 中 か ら １ つ を 任 意 に 指 定 す る た め の 手
段 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 光 源 部 は 、
　 前 記 白 色 光 を 射 出 す る 光 源 と 、
　 互 い に 異 な る ３ つ の 波 長 帯 域 の 励 起 光 を そ れ ぞ れ 前 記 白 色 光 の 中 か ら 取 り 出 す た め の ３
つ の 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ と 、
　 何 れ か １ つ の 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ を 所 定 の 時 間 間 隔 を 空 け て 前 記 白 色 光 の 光 路 内 に 繰 り
返 し 挿 入 す る 挿 入 機 構 と 、
　 前 記 白 色 光 の 光 路 内 に 繰 り 返 し 挿 入 さ れ る 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ を 、 前 記 指 定 手 段 を 通 じ
て 操 作 者 に 指 定 さ れ た 波 長 帯 域 の 励 起 光 を 前 記 白 色 光 の 中 か ら 取 り 出 す た め の 励 起 光 透 過
フ ィ ル タ に 切 り 替 え る た め の 切 替 機 構 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 画 像 処 理 部 は 、
　 前 記 光 源 部 が 前 記 照 明 光 を 射 出 す る 期 間 に 前 記 撮 影 装 置 か ら 取 得 し た 画 像 信 号 に 基 づ い
て 通 常 画 像 デ ー タ を 生 成 す る と と も に 、 前 記 光 源 部 が 前 記 励 起 光 を 射 出 す る 期 間 に 前 記 撮
影 装 置 か ら 取 得 し た 画 像 信 号 に 基 づ い て 蛍 光 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 前 段 処 理 部 と 、
　 前 記 前 段 処 理 部 が 生 成 し た 前 記 通 常 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 蛍 光 画 像 デ ー タ を 何 れ も 輝 度 デ
ー タ に 変 換 し 、 両 画 像 デ ー タ の 階 調 幅 を 等 し く さ せ る 正 規 化 処 理 を し た 後 、 両 画 像 デ ー タ
に お け る 互 い に 同 じ 位 置 に あ る 画 素 の 階 調 値 の 差 分 の 絶 対 値 を 算 出 し 、 各 画 素 の 差 分 の 絶
対 値 が そ れ 自 身 の 階 調 値 と さ れ た 画 像 デ ー タ を 患 部 画 像 デ ー タ と し て 生 成 す る 患 部 画 像 デ
ー タ 生 成 部 と 、
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　 前 記 患 部 画 像 デ ー タ 生 成 部 が 生 成 し た 患 部 画 像 デ ー タ を そ れ の 基 と な る 前 記 通 常 画 像 デ
ー タ に 加 算 し て 、 患 部 と 推 定 し 得 る 箇 所 が 示 さ れ た 画 像 を 表 示 さ せ る た め の 特 殊 画 像 デ ー
タ を 生 成 す る 加 算 部 と 、
　 前 記 加 算 部 に お い て 生 成 さ れ た 前 記 特 殊 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 画 像 信 号 を 生 成 す る 後 段
処 理 部 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 撮 影 装 置 は 、 前 記 対 物 光 学 系 に よ り 形 成 さ れ る 像 を 撮 像 し て 画 像 信 号 を 出 力 す る 撮
像 素 子 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 胃 腸 や 気 管 支 な ど の 体 腔 内 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 シ ス テ ム に 、 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の よ う に 、 生 体 組 織 は 、 特 定 の 波 長 の 光 が 照 射 さ れ る と 、 励 起 し て 蛍 光 を 発 す る 。
ま た 、 腫 瘍 や 癌 な ど の 病 変 が 生 じ て い る 異 常 な 生 体 組 織 は 、 正 常 な 生 体 組 織 よ り も 弱 い 蛍
光 を 発 す る 。 こ の 反 応 現 象 は 、 体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 に よ っ て も 引 き 起 こ さ れ 得 る 。 近 年 、
体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 に 生 じ た 異 状 を こ の 反 応 現 象 を 利 用 し て 検 出 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム が 、
開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 一 つ と し て 、 内 視 鏡 の 先 端 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 際 に 、 そ の 体 腔
内 を 照 明 す る た め の 照 明 光 と 体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 を 励 起 さ せ る た め の 励 起 光 と を 内 視 鏡 の
先 端 か ら 交 互 に 射 出 で き る も の が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 種 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 円 板 に 穿 た れ た ２ 個 以 上 の 貫 通 孔 の 少 な く と も １ つ に 、 白
色 光 の 中 か ら 励 起 光 を 取 り 出 す た め の 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ を 備 え て お り 、 光 源 か ら 射 出 さ
れ る 白 色 光 の 光 路 内 に 挿 入 さ れ た 当 該 円 板 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 内 視 鏡 内 の ラ イ ト ガ
イ ド に 照 明 光 と し て の 白 色 光 と 励 起 光 と を 交 互 に 導 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 こ の 種 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 体 腔 壁 の 表 面 で 反 射 さ れ た 照 明 光 に よ り 形 成 さ れ る
体 腔 内 の 像 （ 通 常 像 ） と 、 体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 が 発 し た 蛍 光 に よ り 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像
（ 蛍 光 像 ） と を 交 互 に 撮 影 し 、 通 常 像 と 蛍 光 像 と に 基 づ い て 生 成 さ れ る 特 殊 像 を 順 次 モ ニ
タ に 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 こ の 種 の 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 励 起 光 を 体 腔 内 に 照 射 し た 際 、 体 腔 壁 の 表 面 で 反
射 さ れ た 励 起 光 に よ り 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像 （ 迷 光 像 ） が 蛍 光 像 に 混 ざ る こ と を 防 止 す る
た め 、 対 物 光 学 系 か ら 撮 影 装 置 ま で の 間 に 、 励 起 光 を 除 去 す る た め の 励 起 光 除 去 フ ィ ル タ
が 組 み 付 け ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ６ － １ ２ ５ ９ １ １ 号 公 報 （ ０ ０ ２ ４ ～ ０ ０ ２ ７ ， 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 最 近 の 研 究 に よ り 、 励 起 光 の 波 長 帯 域 の 違 い が 生 体 組 織 の 反 応 現 象 に 何 ら か
の 変 化 を 生 じ さ せ る こ と が 、 明 ら か に な り つ つ あ る 。 こ の た め 、 励 起 光 の 波 長 帯 域 を 変 え
な が ら 特 殊 像 を 観 察 し た い と の 要 望 が 研 究 者 か ら 出 さ れ る こ と が 、 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 円 板 は 、 １ つ の 波 長 帯 域 の 励 起 光
を 透 過 さ せ る た め の 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ し か 、 有 し て い な い 。 然 も 、 対 物 光 学 系 か ら 撮 影
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装 置 ま で の 間 に 組 み 付 け ら れ て い る 励 起 光 除 去 フ ィ ル タ も 、 １ つ の 波 長 帯 域 に し か 対 応 し
て い な い 。 そ の た め 、 従 来 の 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 励 起 光 の 波 長 帯 域 を 変 更 す る こ と が で き
な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 通 常 像 と 蛍 光 像 と に 基 づ い て 生 成 さ れ る 特 殊 像 を 順 次 モ ニ タ
に 表 示 さ せ る 場 合 に お い て 、 励 起 光 の 波 長 帯 域 を 選 択 可 能 に し 、 然 も 、 何 れ の 波 長 帯 域 が
選 択 さ れ た 場 合 で も 迷 光 像 が 蛍 光 像 に 混 ざ る こ と を 防 止 で き る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 、 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 以 下 の よ う な 構 成 を 採
用 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 体 腔 内 に 挿 入 す る た め の 細 管 状 の 挿 入 部 と 、 前 記 挿
入 部 の 先 端 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 際 に そ の 体 腔 内 の 像 を 形 成 す る 対 物 光 学 系 と 、 生 体 組 織
を 励 起 さ せ る た め の 励 起 光 の 波 長 帯 域 を 操 作 者 に 任 意 に 指 定 さ せ る た め の 指 定 手 段 と 、 前
記 体 腔 内 を 照 明 す る た め の 照 明 光 ， 及 び 、 前 記 操 作 者 に よ っ て 指 定 さ れ た 波 長 帯 域 の 励 起
光 を 交 互 に 射 出 す る 光 源 部 と 、 前 記 光 源 部 か ら 射 出 さ れ る 前 記 照 明 光 及 び 前 記 励 起 光 を 導
い て 前 記 挿 入 部 の 先 端 か ら 射 出 す る た め の 照 明 光 学 系 と 、 前 記 照 明 光 が 前 記 光 源 部 か ら 射
出 さ れ る 期 間 で は 、 前 記 対 物 光 学 系 を 透 過 し た 光 を そ の ま ま 透 過 さ せ 、 前 記 励 起 光 が 前 記
光 源 部 か ら 射 出 さ れ る 期 間 で は 、 前 記 対 物 光 学 系 を 透 過 し た 光 か ら 少 な く と も そ の 励 起 光
を 除 去 す る 除 去 部 と 、 前 記 除 去 部 を 透 過 す る 光 の 光 路 上 に お い て 前 記 対 物 光 学 系 に よ り 形
成 さ れ た 体 腔 内 の 像 を カ ラ ー 撮 影 し て 画 像 信 号 を 出 力 す る 撮 影 装 置 と 、 前 記 光 源 部 が 前 記
照 明 光 を 射 出 す る 期 間 に 前 記 撮 影 装 置 か ら 取 得 し た 画 像 信 号 と 、 前 記 光 源 部 が 前 記 励 起 光
を 射 出 す る 期 間 に 前 記 撮 影 装 置 か ら 取 得 し た 画 像 信 号 と に 基 づ い て 、 患 部 と 推 定 し 得 る 箇
所 が 示 さ れ た 画 像 を 表 示 さ せ る た め の 画 像 信 号 を 生 成 す る 画 像 処 理 部 と を 備 え る こ と を 、
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る と 、 照 明 光 が 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 か ら 射 出 さ れ て い る 時 に は 、
除 去 部 は 、 対 物 光 学 系 を 透 過 し た 光 を 、 そ の ま ま 撮 影 装 置 へ 素 通 り さ せ 、 指 定 手 段 に お い
て 操 作 者 に よ り 指 定 さ れ た 波 長 帯 域 の 励 起 光 が 内 視 鏡 の 挿 入 部 か ら 射 出 さ れ て い る 時 に は
、 除 去 部 は 、 対 物 光 学 系 を 透 過 し た 光 か ら 、 少 な く と も そ の 波 長 帯 域 の 光 を 除 去 し て 、 残
り の 波 長 帯 域 の 光 を 撮 影 装 置 へ と 通 過 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の た め 、 撮 影 装 置 は 、 操 作 者 が 指 定 し た 波 長 帯 域 の 励 起 光 が 挿 入 部 の 先 端 か ら 射 出 さ
れ て い る 時 に は 、 体 腔 壁 の 表 面 で 反 射 さ れ た 励 起 光 に よ り 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像 （ 迷 光 像
） を 撮 影 す る こ と な く 、 体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 が 発 し た 蛍 光 に よ り 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像 （
蛍 光 像 ） の み を 、 撮 影 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 然 も 、 指 定 手 段 に お い て 別 の 波 長 帯 域 が 指 定 さ れ る と 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 か ら 励 起 光 が 射
出 さ れ る 時 の 波 長 可 変 除 去 フ ィ ル タ は 、 除 去 す る 光 の 波 長 帯 域 を 、 指 定 手 段 に お い て 指 定
さ れ て い る 別 の 波 長 帯 域 へ と 変 更 す る の で 、 結 局 、 撮 影 装 置 は 、 迷 光 像 を 撮 影 す る こ と な
く 、 蛍 光 像 の み を 撮 影 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 結 果 、 撮 影 装 置 は 、 体 腔 壁 の 表 面 で 反 射 さ れ た 照 明 光 に よ り 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像
（ 通 常 像 ） と 、 迷 光 像 の 含 ま れ て い な い 蛍 光 像 と を 、 交 互 に 撮 影 し 、 通 常 像 と 蛍 光 像 と に
基 づ い て 生 成 さ れ る 特 殊 像 が 、 順 次 モ ニ タ に 表 示 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 通 常 像 と 蛍 光 像 と に 基 づ い て 生 成 さ れ る 特 殊
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像 を 順 次 モ ニ タ に 表 示 さ せ る 場 合 に お い て 、 励 起 光 の 波 長 帯 域 が 選 択 可 能 と な り 、 然 も 、
何 れ の 波 長 帯 域 が 選 択 さ れ た 場 合 で も 迷 光 像 が 蛍 光 像 に 混 ざ る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 外 観 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、
こ の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 概 略 的 に 示 す 構 成 図 で あ る 。 こ の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 電 子
内 視 鏡 １ ０ ， 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ ， 及 び 、 モ ニ タ ３ ０ を 、 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 詳 細 な 形 状 が 図 示 さ れ て い な い が 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 体
腔 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 管 状 の 挿 入 部 １ ０ ａ を 、 有 し て い る 。 こ の 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 に は
、 湾 曲 部 が 組 み 込 ま れ 、 そ の 基 端 に は 、 湾 曲 部 の 湾 曲 量 及 び 湾 曲 方 向 を 操 作 す る た め の ア
ン グ ル ノ ブ や 各 種 の ス イ ッ チ が 設 け ら れ た 操 作 部 １ ０ ｂ が 、 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 面 に は 、 少 な く と も ２ つ の 貫 通 孔 が 穿 た れ て お り 、 そ の う ち の 一 対
の 貫 通 孔 に は 、 配 光 レ ン ズ １ １ 及 び 対 物 レ ン ズ １ ２ が そ れ ぞ れ 嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 に は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ３ が 引 き 通 さ れ て い る 。 ラ イ ト ガ イ ド １
３ は 、 可 撓 な 多 数 の 光 フ ァ イ バ か ら な り 、 そ の 先 端 面 は 、 配 光 レ ン ズ １ １ に 対 向 し て い る
。 ま た 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ３ の 基 端 は 、 操 作 部 １ ０ ｂ の 側 面 か ら 延 び た 可 撓 管 １ ０ ｃ 内 に 、
引 き 通 さ れ て お り 、 さ ら に 、 そ の 可 撓 管 １ ０ ｃ の 先 端 に 設 け ら れ た コ ネ ク タ Ｃ の 先 端 に 、
固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 に は 、 平 板 状 の ３ 枚 の 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ が 組 み 込 ま れ て
い る 。 こ れ ら 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ は 、 何 れ も 、 液 晶 と こ の 液 晶 を 挟 む 一 対 の 透 明 電 極
と こ れ ら を 挟 む 一 対 の ガ ラ ス 板 と を 主 に 有 す る 光 学 フ ィ ル タ で あ り 、 対 物 レ ン ズ １ ２ を 透
過 し た 光 の 光 路 上 に 重 ね ら れ た 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 各 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ と も 、 両 透 明 電 極 に 所 定 の 電 圧 が 印 加 さ れ て い る 時
に は 、 対 物 レ ン ズ １ ２ を 透 過 し た 光 を そ の ま ま 透 過 さ せ 、 両 透 明 電 極 に 電 圧 が 印 加 さ れ て
い な い 時 に は 、 対 物 レ ン ズ １ ２ を 透 過 し た 光 の う ち 、 所 定 の 波 長 帯 域 の 光 を 透 過 さ せ て そ
の 他 の 波 長 帯 域 の 光 を 除 去 す る 。 但 し 、 電 圧 が 透 明 電 極 に 印 加 さ れ て い な い 時 に 除 去 さ れ
る 光 の 波 長 帯 域 は 、 各 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ に よ っ て 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 透 明 電 極 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ て い な い 時 、 １ 枚 目 の 第 １ 液 晶 フ ィ ル タ １ ４
は 、 約 ４ ７ ０ ｎ ｍ 以 下 の 光 を 除 去 し て そ れ よ り 上 の 波 長 帯 域 の 光 を 透 過 さ せ 、 ２ 枚 目 の 第
２ 液 晶 フ ィ ル タ １ ５ は 、 約 ５ ４ ０ ｎ ｍ 以 下 の 光 を 除 去 し て そ れ よ り 上 の 波 長 帯 域 の 光 を 透
過 さ せ 、 ３ 枚 目 の 第 ３ 液 晶 フ ィ ル タ １ ６ は 、 約 ６ １ ０ ｎ ｍ 以 下 の 光 を 除 去 し て そ れ よ り 上
の 波 長 帯 域 の 光 を 透 過 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 各 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ に は 、 そ れ ぞ れ 信 号 線 １ ４ ａ ～ １ ６ ａ が 接 続 さ れ て い る 。 こ
れ ら 信 号 線 １ ４ ａ ～ １ ６ ａ は 、 何 れ も 、 接 続 さ れ た 液 晶 フ ィ ル タ の 透 明 電 極 に 所 定 量 の 電
圧 を 印 加 す る た め の 電 線 で あ る 。 こ れ ら 信 号 線 １ ４ ａ ～ １ ６ ａ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 及 び 可
撓 管 １ ０ ｃ 内 に 順 に 引 き 通 さ れ て お り 、 さ ら に 、 コ ネ ク タ Ｃ の 先 端 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 に は 、 撮 像 素 子 １ ７ が 組 み 込 ま れ て い る 。 撮 像 素 子 １ ７ は 、 二
次 元 的 に 配 列 さ れ た 多 数 の 画 素 に よ り 構 成 さ れ る 撮 像 面 を 有 す る 単 板 の エ リ ア イ メ ー ジ セ
ン サ で あ り 、 そ の 撮 像 面 に は 、 原 色 系 カ ラ ー フ ィ ル タ が オ ン チ ッ プ さ れ て い る 。 こ の 撮 像
素 子 １ ７ は 、 ３ 枚 の 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ を 透 過 し た 光 の 光 路 上 に 配 置 さ れ て お り 、 そ
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の 撮 像 面 は 、 ほ ぼ 、 対 物 レ ン ズ １ ２ の 像 面 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 撮 像 素 子 １ ７ に は 、 少 な く と も ２ 本 の 信 号 線 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 接 続 さ れ て い る 。 一
方 の 信 号 線 １ ７ ａ は 、 こ の 撮 像 素 子 １ ７ の 駆 動 信 号 を 伝 送 す る た め の 電 線 で あ り 、 他 方 の
信 号 線 １ ７ ｂ は 、 こ の 撮 像 素 子 １ ７ か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 を 伝 送 す る た め の 電 線 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ ら 信 号 線 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 及 び 可 撓 管 １ ０ ｃ 内 に 順 に 引 き 通 さ れ
て お り 、 一 方 の 信 号 線 １ ７ ａ は 、 コ ネ ク タ Ｃ 内 の ド ラ イ バ １ ８ に 接 続 さ れ 、 他 方 の 信 号 線
１ ７ ｂ は 、 コ ネ ク タ Ｃ の 先 端 に 固 定 さ れ て い る 。 ド ラ イ バ １ ８ は 、 撮 像 素 子 １ ７ の 駆 動 信
号 を 生 成 し て そ の 撮 像 素 子 １ ７ へ 出 力 す る 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 部 ２ １ ， シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部
２ ２ ， 画 像 処 理 部 ２ ３ ， 及 び 、 光 源 部 ２ ４ を 、 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ の 筐 体 の 側 面 に は 、 上 記 コ ネ ク タ Ｃ を 嵌 め 込 み 可 能 な コ
ネ ク タ 受 け が 、 備 え ら れ て い る 。 こ の コ ネ ク タ 受 け に 上 記 コ ネ ク タ Ｃ が 嵌 め 込 ま れ る と 、
コ ネ ク タ Ｃ 内 の ド ラ イ バ １ ８ が タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 部 ２ １ に 接 続 さ れ 、 各 液 晶 フ ィ ル
タ １ ４ ～ １ ６ が 信 号 線 １ ４ ａ ～ １ ６ ａ を 介 し て シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ に 接 続 さ れ る
と と も に 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ に 設 け ら れ て い る 各 種 の ス イ ッ チ が 図 示 せ ぬ 信
号 線 を 介 し て シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ に 接 続 さ れ 、 信 号 線 １ ７ ｂ が 画 像 処 理 部 ２ ３ に
接 続 さ れ 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ３ の 基 端 が 光 源 部 ２ ４ に 入 り 込 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 部 ２ １ は 、 各 種 基 準 信 号 を 生 成 し て そ の 信 号 の 出 力 を 制 御 す る
コ ン ト ロ ー ラ で あ る 。 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ と コ ネ ク タ Ｃ 内 の ド ラ イ バ １ ８ と に お け る
各 種 の 処 理 は 、 こ の 基 準 信 号 に 従 っ て 進 行 す る 。 な お 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ で は 、 基
準 信 号 が 示 す 各 タ イ ミ ン グ の 二 個 一 組 を 一 周 期 （ 例 え ば １ ／ ３ ０ 秒 ） と し て 、 各 部 ２ ２ ～
２ ４ が 処 理 を 進 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ は 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ 全 体 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ
で あ る 。 こ の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ に 設 け ら れ
て い る 各 種 の ス イ ッ チ や 図 示 せ ぬ 操 作 盤 上 の ス イ ッ チ に 接 続 さ れ て お り 、 こ れ ら ス イ ッ チ
を 通 じ て 入 力 を 受 け 付 け る と 、 そ の 入 力 に 応 じ た 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 こ の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ 上 の ス イ ッ
チ Ｓ Ｗ に な さ れ た 切 り 替 え 操 作 に 応 じ て 、 通 常 観 察 モ ー ド ， 及 び 、 第 １ 乃 至 第 ３ 特 殊 観 察
モ ー ド の 何 れ か １ つ に 、 観 察 モ ー ド を 切 り 替 え る 。 さ ら に 、 こ の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部
２ ２ は 、 観 察 モ ー ド を 切 り 替 え た 際 に は 、 信 号 線 １ ４ ａ ～ １ ６ ａ を 通 じ て 各 液 晶 フ ィ ル タ
１ ４ ～ １ ６ の 透 明 電 極 に 印 加 し て い る 電 圧 を 、 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ は 、 通 常 観 察 モ ー ド の 時 に は 、 全 て の 液 晶 フ
ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ の 透 明 電 極 に 所 定 量 の 電 圧 を 常 時 印 加 す る 。 ま た 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー
ル 部 ２ ２ は 、 第 １ 特 殊 観 察 モ ー ド の 時 に は 、 第 ２ 及 び 第 ３ 液 晶 フ ィ ル タ １ ５ ， １ ６ の 透 明
電 極 に 所 定 量 の 電 圧 を 常 時 印 加 し 、 第 １ 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ の 透 明 電 極 に は 第 １ の タ イ ミ ン
グ に の み 所 定 量 の 電 圧 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ は 、 第 ２ 特 殊 観 察 モ ー ド の 時 に は 、 第 １ 及 び 第 ３ 液
晶 フ ィ ル タ １ ４ ， １ ６ の 透 明 電 極 に 所 定 量 の 電 圧 を 常 時 印 加 し 、 第 ２ 液 晶 フ ィ ル タ １ ５ に
は 第 １ の タ イ ミ ン グ に の み 所 定 量 の 電 圧 を 印 加 す る 。 ま た 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２
は 、 第 ３ 特 殊 観 察 モ ー ド の 時 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ， １ ５ の 透 明 電 極 に 所
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定 量 の 電 圧 を 常 時 印 加 し 、 第 ３ 液 晶 フ ィ ル タ １ ６ に は 第 １ の タ イ ミ ン グ に の み 所 定 量 の 電
圧 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 画 像 処 理 部 ２ ３ は 、 撮 像 素 子 １ ７ か ら 送 ら れ て く る 画 像 信 号 を 常 時 受 信 し 、 そ の 画 像 信
号 に 各 種 の 処 理 を 施 し て 、 モ ニ タ ３ ０ へ 出 力 す る 。 具 体 的 に は 、 こ の 画 像 処 理 部 ２ ３ は 、
初 段 処 理 回 路 ２ ３ １ ， 赤 色 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ２ ｒ ， 緑 色 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ２ ｇ ， 青 色 成 分
用 メ モ リ ２ ３ ２ ｂ ， 輝 度 成 分 生 成 回 路 ２ ３ ３ ， 第 １ 輝 度 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ４ ａ ， 第 ２ 輝 度
成 分 用 メ モ リ ２ ３ ４ ｂ ， 患 部 画 像 デ ー タ 生 成 回 路 ２ ３ ５ ， ス イ ッ チ 回 路 ２ ３ ６ ， 加 算 器 ２
３ ７ ， 及 び 、 後 段 処 理 回 路 ２ ３ ８ を 、 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 初 段 処 理 回 路 ２ ３ １ は 、 撮 像 素 子 １ ７ か ら 送 ら れ て く る 画 像 信 号 に 所 定 の 処 理 を 施 す た
め の 回 路 で あ る 。 こ の 初 段 処 理 回 路 ２ ３ １ が 画 像 信 号 に 施 す 処 理 と し て は 、 高 周 波 成 分 除
去 ， 増 幅 ， ブ ラ ン キ ン グ ， ク ラ ン ピ ン グ ， ホ ワ イ ト バ ラ ン ス ， ガ ン マ 補 正 ， ア ナ ロ グ デ ジ
タ ル 変 換 ， 及 び 、 色 分 離 が あ る 。 こ の 初 段 処 理 回 路 ２ ３ １ は 、 上 述 し た 処 理 を 画 像 信 号 に
施 す こ と に よ り 、 赤 色 （ Ｒ ） ， 緑 色 （ Ｇ ） ， 青 色 （ Ｂ ） の 各 色 成 分 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 こ の 初 段 処 理 回 路 ２ ３ １ は 、 上 記 一 周 期 中 の 第 １ の タ イ ミ ン グ で 生 成 し た 各 色 成
分 の 画 像 デ ー タ を 、 各 色 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ２ ｒ ， ２ ３ ２ ｇ ， ２ ３ ２ ｂ へ 出 力 し 、 第 ２ の タ
イ ミ ン グ で は 、 各 色 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ２ ｒ ， ２ ３ ２ ｇ ， ２ ３ ２ ｂ へ は 出 力 し な い 。 ま た 、
こ の 初 段 処 理 回 路 ２ ３ １ は 、 そ の 一 周 期 中 の 第 １ 及 び 第 ２ の タ イ ミ ン グ で 順 次 生 成 し た 各
色 成 分 の 画 像 デ ー タ を 、 何 れ も 輝 度 デ ー タ 生 成 回 路 ２ ３ ３ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 各 色 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ２ ｒ ， ２ ３ ２ ｇ ， ２ ３ ２ ｂ は 、 初 段 処 理 回 路 ２ ３ １ か ら 出 力 さ れ
る Ｒ Ｇ Ｂ の 各 色 成 分 画 像 デ ー タ を 一 旦 格 納 す る た め の メ モ リ で あ る 。 こ れ ら 各 メ モ リ ２ ３
２ ｒ ， ２ ３ ２ ｇ ， ２ ３ ２ ｂ は 、 基 準 信 号 に 従 っ た タ イ ミ ン グ に て 、 各 色 成 分 画 像 デ ー タ を
出 力 す る 。 但 し 、 Ｒ 成 分 画 像 デ ー タ は 、 加 算 器 ２ ３ ７ へ 出 力 さ れ る が 、 Ｇ 成 分 画 像 デ ー タ
及 び Ｂ 成 分 画 像 デ ー タ は 、 後 段 処 理 回 路 ２ ３ ８ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 輝 度 成 分 生 成 回 路 ２ ３ ３ は 、 初 段 処 理 回 路 ２ ３ １ か ら 出 力 さ れ る Ｒ Ｇ Ｂ の 各 色 成 分 画 像
デ ー タ に 基 づ い て 、 Ｙ Ｃ ｒ Ｃ ｂ の 色 空 間 に お け る 輝 度 成 分 （ Ｙ 成 分 ） の 画 像 デ ー タ を 生 成
す る 回 路 で あ る 。 つ ま り 、 こ の 輝 度 成 分 生 成 回 路 ２ ３ ３ は 、 概 念 的 に は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 各 色 成
分 画 像 デ ー タ に お け る 互 い に 同 じ 位 置 に あ る 画 素 の 階 調 値 （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ） を Ｙ ＝ ０ ． ３ ０
Ｒ ＋ ０ ． ５ ９ Ｇ ＋ ０ ． １ １ Ｂ の 式 に 代 入 し て 演 算 す る こ と に よ り 、 そ の 位 置 の 画 素 の 輝 度
値 Ｙ を 算 出 す る 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 こ の 輝 度 成 分 生 成 回 路 ２ ３ ３ は 、 上 記 一 周 期 中 の 第 １ の タ イ ミ ン グ で 初 段 処 理 回
路 ２ ３ １ か ら 出 力 さ れ た 各 色 成 分 画 像 デ ー タ に 基 づ く Ｙ 成 分 画 像 デ ー タ を 、 第 １ 輝 度 成 分
用 メ モ リ ２ ３ ４ ａ へ 出 力 し 、 第 ２ の タ イ ミ ン グ で 初 段 処 理 回 路 ２ ３ １ か ら 出 力 さ れ た 各 色
成 分 画 像 デ ー タ に 基 づ く Ｙ 成 分 画 像 デ ー タ を 、 第 ２ 輝 度 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ４ ｂ へ 出 力 す る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 各 輝 度 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ４ ａ ， ２ ３ ４ ｂ は 、 何 れ も 、 Ｙ 成 分 画 像 デ ー タ を 一 旦 格 納 す る
た め の メ モ リ で あ る 。 こ れ ら 各 メ モ リ ２ ３ ４ ａ ， ２ ３ ４ ｂ は 、 基 準 信 号 に 従 っ た タ イ ミ ン
グ に て 、 各 Ｙ 成 分 画 像 デ ー タ を 患 部 画 像 デ ー タ 生 成 回 路 ２ ３ ５ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 患 部 画 像 デ ー タ 生 成 回 路 ２ ３ ５ は 、 各 輝 度 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ４ ａ ， ２ ３ ４ ｂ か ら 出 力 さ
れ る 各 Ｙ 成 分 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 患 部 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 回 路 で あ る 。 よ り 具 体 的 に
は 、 こ の 患 部 画 像 デ ー タ 生 成 回 路 ２ ３ ５ は 、 先 ず 、 両 Ｙ 成 分 画 像 デ ー タ の 階 調 幅 を 等 し く
さ せ る 正 規 化 処 理 を し た 後 、 両 Ｙ 成 分 画 像 デ ー タ に お け る 互 い に 同 じ 位 置 に あ る 画 素 の 階
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調 値 の 差 分 の 絶 対 値 を 算 出 し 、 各 画 素 の 差 分 の 絶 対 値 が そ れ 自 身 の 階 調 値 と さ れ た 画 像 デ
ー タ を 患 部 画 像 デ ー タ と し て 生 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス イ ッ チ 回 路 ２ ３ ６ は 、 患 部 画 像 デ ー タ 生 成 回 路 ２ ３ ５ と 加 算 器 ２ ３ ７ と の 間 を 開 閉 す
る た め の 回 路 で あ る 。 こ の ス イ ッ チ 回 路 ２ ３ ６ は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ に よ っ て
制 御 さ れ る こ と に よ り 、 通 常 観 察 モ ー ド の 時 に は 、 患 部 画 像 デ ー タ を 加 算 器 ２ ３ ７ へ 出 力
さ せ ず 、 第 １ 乃 至 第 ３ 特 殊 観 察 モ ー ド の 時 に は 、 患 部 画 像 デ ー タ を 加 算 器 ２ ３ ７ へ 出 力 さ
せ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 加 算 器 ２ ３ ７ は 、 患 部 画 像 デ ー タ が 入 力 さ れ た と き の み 、 こ の 患 部 画 像 デ ー タ を Ｒ 成 分
画 像 デ ー タ に 加 算 す る 回 路 で あ る 。 つ ま り 、 こ の 加 算 器 ２ ３ ７ は 、 通 常 観 察 モ ー ド の 時 に
は 、 Ｒ 成 分 画 像 デ ー タ を そ の ま ま 後 段 処 理 回 路 ２ ３ ８ へ 素 通 り さ せ 、 第 １ 乃 至 第 ３ 特 殊 観
察 モ ー ド の 時 に は 、 患 部 画 像 デ ー タ を 加 算 し た Ｒ 成 分 画 像 デ ー タ を 後 段 処 理 回 路 ２ ３ ８ へ
送 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 後 段 処 理 回 路 ２ ３ ８ は 、 加 算 器 ２ ３ ７ か ら 出 力 さ れ る Ｒ 成 分 画 像 デ ー タ と 、 Ｇ 成 分 用 メ
モ リ ２ ３ ２ ｇ 及 び Ｂ 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ２ ｂ か ら そ れ ぞ れ 出 力 さ れ る Ｇ 成 分 画 像 デ ー タ 及 び
Ｂ 成 分 画 像 デ ー タ と を 、 モ ニ タ 出 力 用 の 画 像 信 号 に 変 換 す る た め の 回 路 で あ る 。 こ の 後 段
処 理 回 路 ２ ３ ８ に お い て 各 色 成 分 画 像 デ ー タ に 施 さ れ る 処 理 と し て は 、 デ ジ タ ル ア ナ ロ グ
変 換 ， エ ン コ ー デ ィ ン グ ， 及 び 、 イ ン ピ ー ダ ン ス マ ッ チ ン グ な ど が あ る 。 こ の 後 段 処 理 回
路 ２ ３ ８ は 、 上 述 し た 処 理 を 各 色 成 分 画 像 デ ー タ に 施 す こ と に よ り 、 セ パ レ ー ト ビ デ オ 信
号 や 複 合 ビ デ オ 信 号 を 生 成 し 、 モ ニ タ ３ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 モ ニ タ ３ ０ は 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ か ら 出 力 さ れ る ビ デ オ 信 号 を 受 信 す る と 、 そ の
ビ デ オ 信 号 に 基 づ い て カ ラ ー 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 光 源 部 ２ ４ は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ３ の 基 端 面 に 導 入 す る 光 を 射 出 す る た め の ユ ニ ッ ト で あ
る 。 具 体 的 に は 、 こ の 光 源 部 ２ ４ は 、 ラ ン プ ２ ４ １ ， 電 源 回 路 ２ ４ ２ ， 回 転 板 ２ ４ ３ ， 第
１ モ ー タ ２ ４ ４ ， ス テ ー ジ 機 構 ２ ４ ５ ， 第 ２ モ ー タ ２ ４ ６ ， 移 動 用 ド ラ イ バ ２ ４ ７ ， 及 び
、 同 期 用 ド ラ イ バ ２ ４ ８ を 、 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ラ ン プ ２ ４ １ は 、 約 ４ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 ７ ０ ０ ｎ ｍ の 可 視 帯 域 全 域 の 波 長 成 分 を 持 つ 白 色 光
を ラ イ ト ガ イ ド １ ３ の 基 端 面 に 向 け て 発 す る 光 源 で あ る 。 電 源 回 路 ２ ４ ２ は 、 シ ス テ ム コ
ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ か ら の 指 示 を 受 け て 、 ラ ン プ ２ ４ １ へ 電 力 を 供 給 し 、 又 は そ の 供 給 を 停
止 す る 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 回 転 板 ２ ４ ３ は 、 幾 つ か の 貫 通 孔 が 穿 た れ て い る 円 板 と 何 れ か の 貫 通 孔 に 嵌 め 込 ま れ た
光 学 フ ィ ル タ と か ら な る 。 図 ３ は 、 こ の 回 転 板 ２ ４ ３ の 正 面 図 で あ る 。 図 ３ に 示 さ れ る よ
う に 、 回 転 板 ２ ４ ３ の 中 心 と そ の 外 周 縁 と の 間 に は 、 半 円 弧 の 弓 形 に 湾 曲 し た 帯 状 の 貫 通
孔 ２ ４ ３ ａ が 穿 た れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 こ の 回 転 板 ２ ４ ３ に お い て 、 そ の 中 心 を 挟 ん で 貫 通 孔 ２ ４ ３ ａ と は 反 対 側 の 領 域
に は 、 半 円 弧 の 弓 形 に 湾 曲 し た ３ つ の 帯 状 の 貫 通 孔 が 穿 た れ て い る 。 こ れ ら ３ つ の 貫 通 孔
は 、 各 々 の 半 円 弧 の 中 心 が 回 転 板 ２ ４ ３ の 中 心 に 一 致 す る よ う に 配 置 さ れ て い る と と も に
、 こ の 領 域 を 径 方 向 に お い て 三 等 分 し て お り 、 全 体 と し て 、 貫 通 孔 ２ ４ ３ ａ と ほ ぼ 同 じ 大
き さ を 有 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら ３ つ の 貫 通 孔 に は 、 回 転 板 ２ ４ ３ の 外 側 か ら 中 心 に 向
か う 順 に 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 乃 至 第 ３ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｂ ～ ２ ４ ３ ｄ が 嵌 め 込 ま れ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 １ 乃 至 第 ３ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｂ ～ ２ ４ ３ ｄ は 、 何 れ も 、 生 体 組 織 を 励 起 さ せ
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る た め の 励 起 光 を 上 記 白 色 光 の 中 か ら 取 り 出 す た め の 光 学 フ ィ ル タ で あ る 。 但 し 、 各 フ ィ
ル タ ２ ４ ３ ｂ ～ ２ ４ ３ ｄ が 白 色 光 か ら 取 り 出 せ る 励 起 光 の 波 長 帯 域 は 、 そ れ ぞ れ 異 な っ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 第 １ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｂ は 、 約 ４ ４ ０ ｎ ｍ 乃 至 ４ ６ ０ ｎ ｍ の 第 １
波 長 帯 域 の 光 の み を 透 過 さ せ る 光 学 フ ィ ル タ で あ り 、 第 ２ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｃ は
、 約 ５ １ ０ ｎ ｍ 乃 至 ５ ３ ０ ｎ ｍ の 第 ２ 波 長 帯 域 の 光 の み を 透 過 さ せ る 光 学 フ ィ ル タ で あ り
、 第 ３ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｄ は 、 約 ５ ８ ０ ｎ ｍ 乃 至 ６ ０ ０ ｎ ｍ の 第 ３ 波 長 帯 域 の 光
の み を 透 過 さ せ る 光 学 フ ィ ル タ で あ る 。 図 ４ は 、 こ れ ら 第 １ 乃 至 第 ３ 波 長 帯 域 と 可 視 帯 域
と の 関 係 が 示 さ れ た 分 光 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 １ モ ー タ ２ ４ ４ は 、 上 述 し た よ う に 構 成 さ れ る 回 転 板 ２ ４ ３ を 回 転 さ せ る た め の ア ク
チ ュ エ ー タ で あ り 、 そ の 駆 動 軸 は 、 回 転 板 ２ ４ ３ の 中 心 軸 に 一 致 す る 状 態 で 、 こ の 回 転 板
２ ４ ３ の 中 心 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ー ジ 機 構 ２ ４ ５ は 、 ス テ ー ジ 上 に 設 置 さ れ た 物 体 を 一 方 向 に の み 平 行 移 動 さ せ る た
め の 機 構 で あ り 、 そ の ス テ ー ジ 上 に は 、 第 １ モ ー タ ２ ４ ４ が 設 置 さ れ て い る 。 こ の ス テ ー
ジ 機 構 ２ ４ ５ が 正 逆 に 駆 動 さ れ る と 、 第 １ モ ー タ ２ ４ ４ の 駆 動 軸 に 固 定 さ れ た 回 転 板 ２ ４
３ が 、 ラ ン プ ２ ４ １ か ら 射 出 さ れ る 白 色 光 の 光 路 に 対 し 、 垂 直 に 挿 抜 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 ２ モ ー タ ２ ４ ６ は 、 こ の ス テ ー ジ 機 構 ２ ４ ５ を 駆 動 す る た め の ア ク チ ュ エ ー タ で あ り
、 移 動 用 ド ラ イ バ ２ ４ ７ は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ か ら の 指 示 を 受 け て 、 こ の 第 ２
モ ー タ ２ ４ ６ の 駆 動 を 制 御 す る た め の 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 ス テ ー ジ 機 構 ２ ４ ５ に は 、 ス テ ー ジ の 位 置 を 検 出 す る た め の 位 置 セ ン サ ２ ４ ７ ａ
が 取 り 付 け ら れ て お り 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ は 、 こ の 位 置 セ ン サ ２ ４ ７ ａ か ら 得
ら れ る 信 号 に 基 づ い て ス テ ー ジ の 移 動 量 を 検 出 し 、 ス テ ー ジ が 所 定 の 位 置 に 達 す る ま で 第
２ モ ー タ ２ ４ ６ を 駆 動 す る よ う に 移 動 用 ド ラ イ バ ２ ４ ７ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ は 、 観 察 モ ー ド が 通 常 観 察 モ ー ド に 切 り
替 え ら れ た 際 に は 、 移 動 用 ド ラ イ バ ２ ４ ７ を 通 じ て 第 ２ モ ー タ ２ ４ ６ を 制 御 し て 、 白 色 光
の 光 路 か ら 回 転 板 ２ ４ ３ が 引 き 抜 か れ る ま で ス テ ー ジ 機 構 ２ ４ ５ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 こ の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ は 、 観 察 モ ー ド が 第 １ 特 殊 観 察 モ ー ド に 切 り 替
え ら れ た 際 に は 、 移 動 用 ド ラ イ バ ２ ４ ７ を 通 じ て 第 ２ モ ー タ ２ ４ ６ を 制 御 し て 、 回 転 板 ２
４ ３ の 回 転 中 に 第 １ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｂ が 白 色 光 の 光 路 内 に 繰 り 返 し 挿 入 さ れ る
位 置 に こ の 回 転 板 ２ ４ ３ が 配 置 さ れ る ま で 、 ス テ ー ジ 機 構 ２ ４ ５ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 こ の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ は 、 観 察 モ ー ド が 第 ２ 特 殊 観 察 モ ー ド に 切 り 替
え ら れ た 際 に は 、 回 転 板 ２ ４ ３ の 回 転 中 に 第 ２ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｃ が 白 色 光 の 光
路 内 に 繰 り 返 し 挿 入 さ れ る 位 置 に こ の 回 転 板 ２ ４ ３ が 配 置 さ れ る ま で 、 ス テ ー ジ 機 構 ２ ４
５ を 駆 動 し 、 観 察 モ ー ド が 第 ３ 特 殊 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え ら れ た 際 に は 、 回 転 板 ２ ４ ３ の
回 転 中 に 第 ３ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｄ が 白 色 光 の 光 路 内 に 繰 り 返 し 挿 入 さ れ る 位 置 に
こ の 回 転 板 ２ ４ ３ が 配 置 さ れ る ま で 、 ス テ ー ジ 機 構 ２ ４ ５ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 同 期 用 ド ラ イ バ ２ ４ ８ は 、 基 準 信 号 に 従 っ て 第 １ モ ー タ ２ ４ ４ の 駆 動 を 制 御 す る た め の
回 路 で あ る 。 な お 、 回 転 板 ２ ４ ３ の 外 周 縁 近 傍 に は 、 こ の 回 転 板 ２ ４ ３ の 回 転 周 期 を 検 出
す る た め の 光 セ ン サ ２ ４ ８ ａ が 配 置 さ れ て お り 、 同 期 用 ド ラ イ バ ２ ４ ８ は 、 こ の 光 セ ン サ
２ ４ ８ ａ か ら 得 ら れ る 信 号 に 基 づ い て 、 回 転 板 ２ ４ ３ の 回 転 位 相 を 、 基 準 信 号 の 示 す タ イ
ミ ン グ に 同 期 さ せ る 。 但 し 、 回 転 板 ２ ４ ３ の 回 転 位 相 を 検 出 す る 手 段 は 、 光 セ ン サ ２ ４ ８
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ａ で は な く 、 例 え ば 、 第 １ モ ー タ ２ ４ ４ に 組 み 付 け ら れ る エ ン コ ー ダ で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の 同 期 用 ド ラ イ バ ２ ４ ８ は 、 第 １ 特 殊 観 察 モ ー ド の 時 に は 、 上 記 一 周 期 中 の 第 １ の タ
イ ミ ン グ に 合 わ せ て 、 回 転 板 ２ ４ ３ の 貫 通 孔 ２ ４ ３ ａ を 白 色 光 の 光 路 に 挿 入 し 、 第 ２ の タ
イ ミ ン グ に 合 わ せ て 、 第 １ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｂ を 白 色 光 の 光 路 に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 こ れ と 同 様 に 、 同 期 用 ド ラ イ バ ２ ４ ８ は 、 第 ２ 特 殊 観 察 モ ー ド の 時 に は 、 第 １ の
タ イ ミ ン グ で 貫 通 孔 ２ ４ ３ ａ を 白 色 光 の 光 路 に 挿 入 し 、 第 ２ タ イ ミ ン グ で 第 ２ 励 起 光 透 過
フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｃ を 白 色 光 の 光 路 に 挿 入 す る 。 ま た 、 同 期 用 ド ラ イ バ ２ ４ ８ は 、 第 ３ 特 殊
観 察 モ ー ド の 時 に は 、 第 １ の タ イ ミ ン グ で 貫 通 孔 ２ ４ ３ ａ を 白 色 光 の 光 路 に 挿 入 し 、 第 ２
タ イ ミ ン グ で 第 ３ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｄ を 白 色 光 の 光 路 に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム が 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る の で 、 こ の 電 子 内 視 鏡 シ
ス テ ム の 操 作 者 は 、 以 下 に 示 さ れ る よ う な 手 順 に よ り 、 体 腔 内 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま ず 、 操 作 者 は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ と 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ と モ ニ タ ３ ０ と を 接 続 し 、
光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ と モ ニ タ ３ ０ の 電 源 を 投 入 す る 。 続 い て 、 操 作 者 は 、 電 子 内 視 鏡
１ ０ の 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 を 体 腔 内 に 挿 入 し 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ に あ る ス イ
ッ チ Ｓ Ｗ を 操 作 し て 、 通 常 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 す る と 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ が 、 信 号 線 １ ４ ａ ～ １ ６ ａ を 介 し て 、 ３ 枚 の 液 晶
フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ の 透 明 電 極 に 所 定 量 の 電 圧 を 印 加 す る 。 こ の 所 定 量 の 電 圧 が 透 明 電 極
に 印 加 さ れ た 各 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ は 、 何 れ も 、 全 て の 波 長 帯 域 の 光 を 透 過 さ せ る よ
う に な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 こ れ と 同 時 に 、 ラ ン プ ２ ４ １ か ら 射 出 さ れ る 白 色 光 の 光 路 か ら は 、 回 転 板 ２ ４ ３
が 引 き 抜 か れ 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ３ の 基 端 面 に は 、 白 色 光 が 常 時 入 射 し 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の
挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 か ら は 、 白 色 光 が 連 続 的 に 射 出 さ れ 、 体 腔 内 が 照 明 さ れ る 。 そ し て 、
体 腔 壁 の 表 面 で 反 射 さ れ た 照 明 光 の う ち 、 対 物 レ ン ズ １ ２ を 透 過 し た 光 は 、 ３ 枚 の 液 晶 フ
ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ を 順 次 透 過 し て 、 撮 像 素 子 １ ７ の 撮 像 面 に 入 射 す る 。 こ の と き 、 こ の 撮
像 面 に は 、 体 腔 内 の 像 （ 通 常 像 ） が 、 対 物 レ ン ズ １ ２ に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 撮 像 面 上 に 形 成 さ れ た 通 常 像 は 、 撮 像 素 子 １ ７ に よ っ て 撮 像 さ れ 、 画 像 信 号 が 画 像 処 理
部 ２ ３ へ 出 力 さ れ る 。 画 像 処 理 部 ２ ３ で は 、 初 段 処 理 回 路 ２ ３ １ が 画 像 信 号 に 所 定 の 処 理
を 施 し て Ｒ Ｇ Ｂ の 各 色 成 分 の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 。 こ れ ら 各 色 成 分 画 像 デ ー タ は 、 患 部
画 像 デ ー タ が 加 算 さ れ る こ と な く 、 後 段 処 理 回 路 ２ ３ ８ へ 出 力 さ れ 、 後 段 処 理 回 路 ２ ３ ８
に お い て モ ニ タ 出 力 用 の 画 像 信 号 で あ る ビ デ オ 信 号 に 変 換 さ れ る 。 そ し て 、 そ の ビ デ オ 信
号 が モ ニ タ ３ ０ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の た め 、 モ ニ タ ３ ０ に は 、 通 常 像 が 、 カ ラ ー の 通 常 観 察 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。 操 作
者 は 、 こ の 通 常 観 察 画 像 を 見 な が ら 、 体 腔 壁 の 状 態 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 さ ら に 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ３ ０ 上 の 通 常 観 察 画 像 の 観 察 を 通 じ て 選 択 し た 部 位 に 対 し て
、 第 １ 波 長 帯 域 の 励 起 光 を 利 用 し て 得 ら れ る 特 殊 観 察 画 像 の 観 察 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 操
作 者 は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ に あ る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ を 操 作 し て 、 第 １ 特 殊 観 察 モ
ー ド に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 す る と 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ が 、 第 ２ 及 び 第 ３ 液 晶 フ ィ ル タ １ ５ ， １ ６ の 透 明
電 極 に 所 定 量 の 電 圧 を 常 時 印 加 す る と と も に 、 第 １ 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ に 対 し て は 、 第 １ の
タ イ ミ ン グ で は 所 定 量 の 電 圧 を 印 加 し 、 第 ２ の タ イ ミ ン グ で は 電 圧 を 印 加 し な い 。 こ の 結
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果 、 ３ 枚 の 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ は 、 第 １ の タ イ ミ ン グ で は 、 全 て の 波 長 帯 域 の 光 を 透
過 さ せ 、 第 ２ の タ イ ミ ン グ で は 、 約 ４ ７ ０ ｎ ｍ よ り 上 の 波 長 帯 域 の 光 の み を 透 過 さ せ る よ
う に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 こ れ と 同 時 に 、 ラ ン プ ２ ４ １ か ら 射 出 さ れ る 白 色 光 の 光 路 に は 、 回 転 板 ２ ４ ３ が
挿 入 さ れ 、 回 転 板 ２ ４ ３ の 貫 通 孔 ２ ４ ３ ａ と 第 １ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｂ と が 、 そ れ
ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の タ イ ミ ン グ に 同 期 し な が ら 交 互 に 白 色 光 の 光 路 に 挿 入 さ れ る 。 そ の 結
果 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ３ の 基 端 面 に は 、 白 色 光 と 第 １ 波 長 帯 域 の 励 起 光 と が 交 互 に 入 射 し 、
電 子 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 か ら は 、 白 色 光 と 第 １ 波 長 帯 域 の 励 起 光 と が 交 互 に
射 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 体 腔 内 に 白 色 光 が 照 射 さ れ た 期 間 で は 、 体 腔 内 が 照 明 さ れ る 。 そ し て 、 体 腔 壁 の 表 面 で
反 射 さ れ た 照 明 光 の う ち 、 対 物 レ ン ズ １ ２ を 透 過 し た 光 は 、 ３ 枚 の 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １
６ を 透 過 し て 、 撮 像 素 子 １ ７ の 撮 像 面 に 入 射 す る 。 こ の と き 、 こ の 撮 像 面 に は 、 体 腔 内 の
像 （ 通 常 像 ） が 、 対 物 レ ン ズ １ ２ に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 一 方 、 体 腔 内 に 第 １ 波 長 帯 域 の 励 起 光 が 照 射 さ れ た 期 間 で は 、 体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 が 励
起 し て 蛍 光 を 発 す る と と も に 、 こ の 励 起 光 が 体 腔 壁 の 表 面 で 反 射 さ れ る 。 そ し て 、 蛍 光 と
励 起 光 と を 含 む 光 の う ち の 対 物 レ ン ズ １ ２ を 透 過 し た 光 は 、 第 １ 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ に よ っ
て 、 約 ４ ７ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 成 分 を 除 去 さ れ る 。 つ ま り 、 蛍 光 と 約 ４ ４ ０ ｎ ｍ 乃 至 ４ ６ ０
ｎ ｍ の 第 １ 波 長 帯 域 の 励 起 光 と を 含 む 光 か ら 、 そ の 励 起 光 が 除 去 さ れ る 。 こ の 第 １ 液 晶 フ
ィ ル タ １ ４ を 透 過 し た 蛍 光 は 、 撮 像 素 子 １ ７ の 撮 像 面 に 入 射 す る 。 こ の と き 、 こ の 撮 像 面
に は 、 体 腔 内 の 像 （ 蛍 光 像 ） が 、 対 物 レ ン ズ １ ２ に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 撮 像 面 上 に 交 互 に 形 成 さ れ た 通 常 像 と 蛍 光 像 は 、 撮 像 素 子 １ ７ に よ っ て 撮 像 さ れ 、 そ れ
ら の 画 像 信 号 が 画 像 処 理 部 ２ ３ へ 順 次 出 力 さ れ る 。 画 像 処 理 部 ２ ３ で は 、 初 段 処 理 回 路 ２
３ １ が 画 像 信 号 に 所 定 の 処 理 を 施 し 、 第 １ の タ イ ミ ン グ で は 、 通 常 像 に 基 づ く 各 色 成 分 画
像 デ ー タ （ 通 常 画 像 デ ー タ ） を 各 色 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ２ ｒ ， ２ ３ ２ ｇ ， ２ ３ ２ ｂ と 輝 度 成
分 生 成 回 路 ２ ３ ３ へ 出 力 し 、 第 ２ の タ イ ミ ン グ で は 、 蛍 光 像 に 基 づ く 各 色 成 分 画 像 デ ー タ
（ 蛍 光 画 像 デ ー タ ） を 輝 度 成 分 生 成 回 路 ２ ３ ３ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 輝 度 成 分 生 成 回 路 ２ ３ ３ は 、 通 常 像 に 基 づ く 各 色 成 分 画 像 デ ー タ を 第 １ の タ イ ミ ン グ で
取 得 す る と 、 輝 度 成 分 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 第 １ 輝 度 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ４ ａ へ 出 力 し 、 蛍
光 像 に 基 づ く 各 色 成 分 画 像 デ ー タ を 第 ２ の タ イ ミ ン グ で 取 得 す る と 、 輝 度 成 分 画 像 デ ー タ
に 変 換 し て 第 ２ 輝 度 成 分 用 メ モ リ ２ ３ ４ ｂ へ 出 力 す る 。 そ し て 、 第 １ 及 び 第 ２ 輝 度 成 分 用
メ モ リ ２ ３ ４ ａ ， ２ ３ ４ ｂ 内 の 輝 度 成 分 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 患 部 画 像 デ ー タ 生 成 回 路
２ ３ ５ が 、 患 部 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 そ し て 、 通 常 像 に 基 づ く 各 色 成 分 画 像 デ ー タ 中 の Ｒ 成 分 画 像 デ ー タ に そ の 患 部 画 像 デ ー
タ が 加 算 さ れ た 後 、 各 色 成 分 画 像 デ ー タ が 、 後 段 処 理 回 路 ２ ３ ８ に お い て モ ニ タ 出 力 用 の
画 像 信 号 で あ る ビ デ オ 信 号 に 変 換 さ れ 、 こ の ビ デ オ 信 号 が モ ニ タ ３ ０ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ の た め 、 モ ニ タ ３ ０ に は 、 通 常 像 と 蛍 光 像 と に 基 づ い て 生 成 さ れ た 特 殊 像 が 、 カ ラ ー
の 特 殊 観 察 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。 操 作 者 は 、 こ の 特 殊 観 察 画 像 を 見 な が ら 、 体 腔 壁 の 輪
郭 や 凹 凸 を 特 定 で き る と と も に 、 そ の 画 像 の 中 に お い て 斑 点 状 や 塊 状 と し て 赤 色 に て 示 さ
れ た 部 分 に よ り 、 相 対 的 に 弱 い 蛍 光 を 発 す る 生 体 組 織 の 集 合 体 、 す な わ ち 、 腫 瘍 や 癌 な ど
の 病 変 が 生 じ て い る 可 能 性 の 高 い 部 位 を 、 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 さ ら に 、 操 作 者 は 、 必 要 が あ る 場 合 に 、 体 腔 内 に 照 射 す る 励 起 光 の 波 長 帯 域 を 第 ２ （ 又
は 第 ３ ） 波 長 帯 域 に 変 更 し て 、 特 殊 観 察 画 像 の 観 察 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 操 作 者 は 、 電 子
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内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ に あ る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ を 操 作 し て 、 第 ２ （ 又 は 第 ３ ） 特 殊 観 察 モ
ー ド に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 す る と 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ２ が 、 第 １ 及 び 第 ３ （ 又 は 、 第 １ 及 び 第 ２ ） 液 晶 フ
ィ ル タ １ ４ ， １ ６ （ 又 は １ ４ ， １ ５ ） の 透 明 電 極 に 所 定 量 の 電 圧 を 常 時 印 加 す る と と も に
、 第 ２ （ 又 は 第 ３ ） 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ （ 又 は １ ５ ） に 対 し て は 、 第 １ の タ イ ミ ン グ で は 所
定 量 の 電 圧 を 印 加 し 、 第 ２ の タ イ ミ ン グ で は 電 圧 を 印 加 し な い 。 こ の 結 果 、 ３ 枚 の 液 晶 フ
ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ は 、 第 １ の タ イ ミ ン グ で は 、 全 て の 波 長 帯 域 の 光 を 透 過 さ せ 、 第 ２ の タ
イ ミ ン グ で は 、 約 ５ ４ ０ ｎ ｍ （ 又 は 約 ６ １ ０ ｎ ｍ ） よ り 上 の 波 長 帯 域 の 光 の み を 透 過 さ せ
る よ う に な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 こ れ と 同 時 に 、 ラ ン プ ２ ４ １ か ら 射 出 さ れ る 白 色 光 の 光 路 に は 、 回 転 板 ２ ４ ３ が
挿 入 さ れ 、 回 転 板 ２ ４ ３ の 貫 通 孔 ２ ４ ３ ａ と 第 ２ （ 又 は 第 ３ ） 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３
ｃ （ 又 は ２ ４ ３ ｄ ） と が 、 そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の タ イ ミ ン グ に 同 期 し な が ら 交 互 に 白 色
光 の 光 路 に 挿 入 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ３ の 基 端 面 に は 、 白 色 光 と 第 ２ （ 又 は
第 ３ ） 波 長 帯 域 の 励 起 光 と が 交 互 に 入 射 し 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 か ら は
、 白 色 光 と 励 起 光 と が 交 互 に 射 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 体 腔 内 に 白 色 光 が 照 射 さ れ た 期 間 で は 、 体 腔 壁 の 表 面 で 反 射 さ れ た 照 明 光 の う ち 、 対 物
レ ン ズ １ ２ を 透 過 し た 光 が 、 ３ 枚 の 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ を 透 過 し て 、 撮 像 素 子 １ ７ の
撮 像 面 に 入 射 す る 。 こ の と き 、 こ の 撮 像 面 に は 、 体 腔 内 の 像 （ 通 常 像 ） が 、 対 物 レ ン ズ １
２ に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 一 方 、 体 腔 内 に 第 ２ （ 又 は 第 ３ ） 波 長 帯 域 の 励 起 光 が 照 射 さ れ た 期 間 で は 、 蛍 光 と 励 起
光 と を 含 む 光 か ら 、 第 ２ （ 又 は 第 ３ ） 液 晶 フ ィ ル タ １ ５ （ 又 は １ ６ ） に よ っ て 、 約 ５ ４ ０
ｎ ｍ （ 又 は 約 ６ １ ０ ｎ ｍ ） 以 下 の 光 が 除 去 さ れ る 。 つ ま り 、 蛍 光 と 約 ５ １ ０ ｎ ｍ 乃 至 ５ ３
０ ｎ ｍ の 第 ２ 波 長 帯 域 の 励 起 光 と を 含 む 光 （ 又 は 、 蛍 光 と 約 ５ ８ ０ ｎ ｍ 乃 至 ６ ０ ０ ｎ ｍ の
第 ３ 波 長 帯 域 の 励 起 光 と を 含 む 光 ） か ら 、 励 起 光 が 除 去 さ れ る 。 ３ 枚 の 液 晶 フ ィ ル タ １ ４
～ １ ６ を 透 過 し た 蛍 光 は 、 撮 像 素 子 １ ７ の 撮 像 面 に 入 射 す る 。 こ の と き 、 こ の 撮 像 面 に は
、 体 腔 内 の 像 （ 蛍 光 像 ） が 、 対 物 レ ン ズ １ ２ に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 結 果 、 撮 像 面 に は 、 通 常 像 と 蛍 光 像 と が 交 互 に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 励 起 光 の 波 長
帯 域 が 第 １ 波 長 帯 域 で あ る 場 合 と 同 様 の 処 理 が 、 画 像 処 理 部 ２ ３ 内 で 行 わ れ た 後 、 カ ラ ー
の 特 殊 観 察 画 像 が 、 モ ニ タ ３ ０ に 表 示 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 は 、 励 起 光 の 波 長 帯 域
を 第 ２ （ 又 は 第 ３ ） 波 長 帯 域 へ 変 更 し た と き の 特 殊 観 察 画 像 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 光 源 部 ２ ４ 内 の 回 転 板 ２ ４ ３
が 、 第 １ 乃 至 第 ３ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ ２ ４ ３ ｂ ～ ２ ４ ３ ｄ を 備 え て い る と と も に 、 こ の 回
転 板 ２ ４ ３ を 回 転 さ せ る た め の 第 １ モ ー タ が 、 観 察 モ ー ド に 応 じ て 、 ス テ ー ジ 機 構 ２ ４ ５
に よ り ス ラ イ ド さ れ 、 然 も 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ に 設 け ら れ て い る ス イ ッ チ Ｓ
Ｗ に 対 し て 操 作 が な さ れ る こ と に よ っ て 、 そ の ス ラ イ ド が 行 わ れ る 。 こ の た め 、 操 作 者 は
、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ へ 操 作 を 行 う だ け で 、 光 源 部 ２ ４ か ら ラ イ ト ガ イ ド １ ３ の 基 端 面 へ 射 出 さ
れ る 励 起 光 の 波 長 帯 域 を 、 任 意 の も の へ 、 簡 単 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 透 過 光 の 波 長 帯 域 が 互 い に 異 な る ３ 枚 の
液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ が 、 対 物 レ ン ズ １ ２ と 撮 像 素 子 １ ７ と の 間 に 配 置 さ れ 、 然 も 、 操
作 部 １ ０ ｂ に 設 け ら れ て い る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ に 操 作 が な さ れ る と 、 観 察 モ ー ド に 応 じ た 液 晶
フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ が 駆 動 し て 、 撮 像 素 子 １ ７ へ 向 か う 光 の 中 か ら 、 励 起 光 の 波 長 帯 域 を
含 む 光 が 、 除 去 さ れ る よ う に な る 。 こ の た め 、 操 作 者 が 励 起 光 の 波 長 帯 域 を 任 意 の も の へ
変 更 し た 場 合 で も 、 体 腔 壁 の 表 面 で 反 射 さ れ た 励 起 光 に よ り 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像 （ 迷 光
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像 ） が 蛍 光 像 に 混 ざ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 対 物 レ ン ズ １ ２ と 撮 像 素 子 １ ７ と の 間 の
光 路 上 に ３ 枚 の 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ を 備 え て い た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い
。 例 え ば 、 数 十 ｎ ｍ の 波 長 帯 域 の 光 の み を 除 去 す る と と も に そ の 波 長 帯 域 を 変 化 さ せ 得 る
波 長 可 変 フ ィ ル タ が 、 開 発 さ れ た 場 合 に は 、 ３ 枚 の 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ の 代 わ り に 、
こ の 波 長 可 変 フ ィ ル タ を 、 対 物 レ ン ズ １ ２ と 撮 像 素 子 １ ７ と の 間 に 配 置 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 と こ ろ で 、 一 般 に 、 生 体 組 織 が 発 す る 蛍 光 の 波 長 帯 域 は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 励 起
光 の 波 長 帯 域 よ り も 長 波 長 側 に 出 現 す る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の
よ う に 、 ３ 枚 の 液 晶 フ ィ ル タ １ ４ ～ １ ６ が 、 励 起 光 の 波 長 帯 域 と そ の 波 長 帯 域 よ り も 短 波
長 側 の 光 を 全 て 遮 蔽 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も 、 問 題 な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 外 観 図
【 図 ２ 】 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 概 略 的 に 示 す 構 成 図
【 図 ３ 】 回 転 板 の 正 面 図
【 図 ４ 】 第 １ 乃 至 第 ３ 波 長 帯 域 と 可 視 帯 域 と の 関 係 を 説 明 す る た め の 分 光 図
【 図 ５ 】 励 起 光 の 波 長 帯 域 と 蛍 光 の 波 長 帯 域 と の 関 係 を 説 明 す る た め の 分 光 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 　 １ ０ 　 　 　 電 子 内 視 鏡
　 　 １ １ 　 　 　 配 光 レ ン ズ
　 　 １ ２ 　 　 　 対 物 レ ン ズ
　 　 １ ３ 　 　 　 ラ イ ト ガ イ ド
　 　 １ ４ 　 　 　 第 １ 液 晶 フ ィ ル タ
　 　 １ ５ 　 　 　 第 ２ 液 晶 フ ィ ル タ
　 　 １ ６ 　 　 　 第 ３ 液 晶 フ ィ ル タ
　 　 １ ７ 　 　 　 撮 像 素 子
　 　 １ ７ ａ 　 　 信 号 線
　 　 １ ７ ｂ 　 　 信 号 線
　 　 １ ８ 　 　 　 ド ラ イ バ
　 　 ２ ０ 　 　 　 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置
　 　 ２ １ 　 　 　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 部
　 　 ２ ２ 　 　 　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部
　 　 ２ ３ 　 　 　 画 像 処 理 部
　 　 ２ ３ １ 　 　 前 段 処 理 回 路
　 　 ２ ３ ３ 　 　 輝 度 成 分 生 成 回 路
　 　 ２ ３ ５ 　 　 患 部 画 像 デ ー タ 生 成 回 路
　 　 ２ ３ ６ 　 　 ス イ ッ チ 回 路
　 　 ２ ３ ７ 　 　 加 算 器
　 　 ２ ３ ８ 　 　 後 段 処 理 回 路
　 　 ２ ４ 　 　 　 光 源 部
　 　 ２ ４ １ 　 　 ラ ン プ
　 　 ２ ４ ３ 　 　 回 転 板
　 　 ２ ４ ３ ａ 　 貫 通 孔
　 　 ２ ４ ３ ｂ 　 第 １ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ
　 　 ２ ４ ３ ｃ 　 第 ２ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ
　 　 ２ ４ ３ ｄ 　 第 ３ 励 起 光 透 過 フ ィ ル タ
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　 　 ２ ４ ４ 　 　 第 １ モ ー タ
　 　 ２ ４ ５ 　 　 ス テ ー ジ 機 構
　 　 ２ ４ ６ 　 　 第 ２ モ ー タ
　 　 ２ ４ ７ 　 　 移 動 用 ド ラ イ バ
　 　 ２ ４ ８ 　 　 同 期 用 ド ラ イ バ
　 　 ３ ０ 　 　 　 モ ニ タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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解决的问题：当在监视器上顺序显示根据正常图像和荧光图像生成的特
殊图像时，要选择激发光的波长带，并且即使选择了任何波长带，也要
选择杂散光图像。 提供一种能够防止光与荧光图像混合的内窥镜系统。 
电子内窥镜（10）的插入部（10a）在物镜（12）和图像传感器（17）
之间具有三个液晶滤光器（14-16）。 液晶滤光片14至16去除与来自光
源处理器装置20的系统控制单元22的信号在第一至第三波长带中的波长
带中的光。 另一方面，系统控制单元22是从具有第一至第三激发光透射
滤光器243b至243d的旋转板243的灯241发射的白光的光路，该第一至第
三激发光透射滤光器243b至243d仅透射第一至第三波长带的光。 调节插
入到内部的量，并且可以由液晶滤光器14至16去除的激发光入射在光导
13的基端面上。 [选择图]图2
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